
「設定」より「取引先名簿」を選択

※仕訳日記帳や出納帳、元帳画面からも取引

先の入力は開けます。

１．取引先を利用した特例対応方法(オンライン)



取引先名簿が開くので、右上「新規作成」をクリック

２．新規作成



取引先区分を「仕入関連」又は「その他」にチェックを入れ、

「名称」「略称」を入力

検索キーはどちらかを「tokurei」にしておくと良さそうです。

３．特例の登録



「適格請求書発行事業者」タブをクリックし、事業者区分を「帳簿

のみで保存」に変更し、「保存する」をクリックします。



免税事業者との取引は当初３年間は８０％控除できます。

取引先登録で「８０％控除」を取引先として登録することで、

仕訳入力の際、消費税区分を変更する手間が省けます。

４．免税事業者の登録(８０％控除)



「適格請求書発行事業者」タブをクリックし、事業者区分を「発行

事業者以外」に変更し、「保存する」をクリックします。



初期設定では元帳で取引先は「取引先コード」が表示されるた

め、「略称」を表示するように変更します。

「設定」より「帳簿設定」を選択

５．略称の表示方法



右上「共通設定」をクリックし、取引先の「略称」を表示する

に変更し、「ＯＫ」をクリックします。



仕訳日記帳での取引先欄が略称へ変更されました。特例を選択するこ

とで、消費税区分も対応しています。

※帳簿の印刷では「取引先コード」が印刷される為、「略称」が印刷

されるようになるまでは、取引先一覧の印刷が必要となります。


